












ジェンダーや文化、社会関係資本との関連などの知見が得られている（Ichiro Kawachi, ed. 2008，












































































25－29歳 30－34歳 35－39歳 40－44歳 45－50歳 合計
男性 371（18.8） 354（17.9） 406（20.6） 438（22.2） 404（20.5） 1973（100.0）






































男性 正規雇用 1264（89.2） 153（10.8） 1417（100.0）
派遣社員 17（70.8） 7（29.2） 24（100.0）
契約社員・嘱託 54（81.8） 12（18.2） 66（100.0）
臨時雇用・パート・アルバイト 32（33.7） 63（66.3） 95（100.0）
経営者・役員 64（71.9） 25（28.1） 89（100.0）
自営業主・自由業者 48（42.5） 65（57.5） 113（100.0）
家族従業者・内職 8（36.4） 14（63.6） 22（100.0）
無職 44（42.3） 60（57.7） 104（100.0）
女性 正規雇用 520（85.8） 86（14.2） 606（100.0）
派遣社員 76（70.4） 32（29.6） 108（100.0）
契約社員・嘱託 106（84.1） 20（15.9） 126（100.0）
臨時雇用・パート・アルバイト 342（60.0） 228（40.0） 570（100.0）
経営者・役員 9（56.3） 7（43.8） 16（100.0）
自営業主・自由業者 35（50.0） 35（50.0） 70（100.0）
家族従業者・内職 24（42.9） 32（57.1） 56（100.0）




男性 忙しくて時間がなかったから 187（45.4） 225（54.6） 412（100.0）
症状もなく、自分は健康だと思ったから 143（34.7） 269（65.3） 412（100.0）




悪い結果などが出ることが不安だったから 37（ 9.0） 375（91.0） 412（100.0）
ふだんから医療機関にかかっているから 43（10.4） 369（89.6） 412（100.0）
女性 忙しくて時間がなかったから 349（39.7） 529（60.3） 878（100.0）
症状もなく、自分は健康だと思ったから 273（31.1） 605（68.9） 878（100.0）




悪い結果などが出ることが不安だったから 75（ 8.5） 803（91.5） 878（100.0）




























配偶者あり 配偶者なし 配偶者あり 配偶者なし
働いている 1287（ 98.2） 545（ 83.0） 949（ 57.8） 557（ 89.1）
休職中である 9（　0.7） 22（　3.3） 61（　3.7） 14（　2.2）
働いていない 15（　1.1） 90（ 13.7） 633（ 38.5） 54（　8.6）




















B Exp（B） B Exp（B）
教育年数 　.180 ***  1.197 　.020  1.020
世帯年収 　.001 ***  1.001 　.001 ***  1.001
就労の有無（あり＝１、なし＝０）  1.348 ***  3.850  1.234 ***  3.435
主観的健康 　.191 *  1.210 　.102  1.108
通院経験（あり＝１、なし＝０） 　.287  1.332 　.509 ***  1.664
かかりつけ医（あり＝１、なし＝０） 　.672 ***  1.958 　.201  1.223
BMI（25以上＝１、25未満＝０）  -.137 　.872  -.277 　.758
年齢 　.014  1.014 　.053 ***  1.054
配偶者の有無（あり＝１、なし＝０） 　.917 ***  2.501  -.850 *** 　.427
子どもの有無（あり＝１、なし＝０） 　.636 **  1.889  -.432 ** 　.649
様々な情報を収集できる 　.087  1.091 　.024  1.024
定数 -5.881 　.003 -3.133 　.044
-2対数尤度 ＝ 720.873
Cox & Snell R2 ＝ .117
Nagelkerke R2 ＝ .208
-2対数尤度 ＝ 1348.425
Cox & Snell R2 ＝ .190
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